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第２四半期累計期間連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

2022 年２月 18 日に公表いたしました 2022 年 12 月期第２四半期累計期間（2022 年１月１日～2022 年６月

30 日）の連結業績予想値と、本日公表の一部訂正した決算短信における実績値との間に差異が生じましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2022年 12月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値との差異 

（2022年 1月 1日～2022年６月 30日） 

 売上収益 営業利益 
税 引 前  

四半期利益  
四半期利益 

親会社の所有者

に 帰 属 す る 

四 半 期 利 益 

基 本 的 

１ 株 当 た り 

四 半 期 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭 

前回発表予想（Ａ） 

（2022 年２月 18 日発表） 
323,000 10,500 9,300 5,600 5,200 41.30 

今 回 実 績 値 （ Ｂ ） 325,132 10,910 7,644 3,891 3,898 30.96 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 2,132 410 ▲1,656 ▲1,709 ▲1,302  

増  減  率（  ％  ） 0.7％ 3.9％ ▲17.8％ ▲30.5％ ▲25.0％  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2021 年 12 月期第２四半期） 
264,639 11,538 10,836 6,425 5,614 44.58 

（注）企業結合に係る暫定的な会計処理の確定に伴い、2021年12月期第２四半期の要約四半期連結財務諸表を遡及修正し

ております。 

 

２．差異が生じた理由 

2022 年 12 月期の連結業績につきましては、2022 年２月 18 日に公表いたしました予想に対して、売上収益

及び営業利益は予想を上回りましたが、税引前四半期利益以下の各利益においては、第１四半期に計上した一

過性の金融費用を主因として、予想を大きく下回る結果となりました。 

売上収益につきましては、供給制限の影響を受けた国内事業の下振れを海外事業が補い、営業利益につきま

しては、国内外の技術系事業が国内外の製造系及びサービス系事業の下振れを補いました。かねてより業績平

準化を掲げ、事業ポートフォリオのみならず地域ポートフォリオを分散してきた戦略が奏功しております。ま

た、外国為替において、予想時の想定レートに比べて各通貨がおおむね円安に推移したことにも後押しされま

した。 
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税引前四半期利益、四半期利益、親会社の所有者に帰属する四半期利益につきましては、業績予想に対し未

達となりました。2022 年１月にオランダ OTTO グループの残余株式早期買取の契約を締結し、計上済のプット

オプション負債と残余株式買取額の差額を金融費用として第１四半期に約 24 億円計上しております。業績予

想には織り込まれていなかったこの金融費用は、税金計算には加味されず、税引前利益以下の各利益を同額押

し下げる大きな影響を及ぼしました。早期買取により完全子会社となったため、この OTTO グループに係る一

過性の金融費用は第１四半期の計上が最終（第２四半期以降は為替レートによる変動のみ：当第２四半期では

約 74百万円増）であります。 

また、チリの連結子会社である SL グループにて保守的に一部の資産を費用処理する等により、2022 年 12

月期第２四半期決算短信〔ＩＦＲＳ〕（連結）の一部を本日訂正しております。この訂正金額は、売上収益▲

251百万円、営業利益▲719百万円、税引前四半期利益▲719百万円、四半期利益▲719百万円、親会社の所有

者に帰属する四半期利益▲397百万円となりました。 

 

３．通期業績について 

2022 年 12 月期の通期連結業績予想につきましては、上記のとおり、当第２四半期累計期間の連結業績に差

異が生じておりますが、大きな影響を及ぼした一過性の金融費用のインパクトは通期では薄れるものと考えて

おります。併せて、新型コロナウイルス感染症の変異株による感染拡大やウクライナ情勢、金融環境のタイト

化、持続的なインフレ圧力など、国際情勢に重大な影響を及ぼす事象によって、事業環境の先行き不透明感が

増大している点や、為替変動を精緻に見積もることは困難であるなどの不確定要素に鑑み、連結業績予想を据

え置き、現時点では変更はございません。 

 

＜見通しに関する注意事項＞ 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の

業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 

 

以 上 


